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Ⅰ 基本方針 
   名取市社会福祉協議会は、本市における地域福祉の充実と推進の中核機 

  関として、民生委員児童委員協議会やボランティア連絡会等、市域の福祉 

  諸団体と連携・協働のもと、「誰もが身近な地域で安心して生き生きと暮ら 

せる地域づくり」に取組み、豊かな福祉社会の実現を目指してまいります。 

 近年、少子高齢化の加速や地域コミュニティの希薄化、生活困窮等の課 

題が顕著となり、住民のニーズは多様化・複雑化し、福祉サービスの柔軟 

な対応が望まれているところであります。 

 そうした中、障がい者、高齢者、生活困窮者等の中でも社会保障制度の 

挟間にある方々への身近な支え合いが必要となっております。また、2025 

年には、団塊の世代が 75歳以上となりますが、医療や介護が必要な状態に 

なっても、住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、住民が互いに支え合 

う「地域共生社会の実現」が望まれております。このため、行政、地域と 

協働しながら地域支え合い活動資源の発掘やさまざまな場面で活躍する地 

域福祉リーダーの養成など、地域社会の人的資源の確保に向けた取り組み 

を図ってまいります。 

 また、東日本大震災から７年の歳月が過ぎましたが、仮設暮らしをされ 

ている方々も多くおられ、いまだに生活の先行きに不安を抱えている方も 

おられます。今年度も引き続き仮設住宅等に入居されている方々の早期自 

立復興を願い、見守り・生活相談等を継続し、生活不安の解消や、孤立化 

の防止に努めるなど支援活動に取り組んでまいります。 

 災害公営住宅等や再生された街での新しい生活への移行に伴うコミュニ 

ティの構築支援等それぞれの状況に応じた支援についても取り組んでまい 

ります。 

 そして、これまで居宅介護支援事業所ほっとなとり等サービス事業部門 

の施設整備については、検討を重ねる中で地域福祉事業においても生活相 

談や福祉団体の会議の場等の欠如、災害時対応などへの課題がクローズア 

ップされ、法人全体の施設整備を行うべきとの結論に至りました。本年度 

においては、その実現化に向け、市当局の指導・支援をいただきながら年 

度内実現に向け整備推進をしてまいります。 

 あわせて、介護保険事業開始以来、拡大してきた経営組織の改善・改革 

計画を図るべく組織運営体制の見直しについても引き続き取り組んでまい 

ります。 

 

Ⅱ 重点目標 

 ◇地域福祉活動の推進 

   少子高齢化や核家族化等、身近な支え合いが希薄化するなど、地域での 

  福祉課題が複雑化する中、地域住民による身近な支え合いの構築が望まれ 

  ております。どのような状況になっても住み慣れた地域で生き生きと暮ら 

せるよう、住民による支え合い活動のサポート、地域における福祉人材の 

発掘やリーダーの養成に努めてまいります。 

 地域の中でのつながり、支え合いをより活発にするための生活支援体制 

整備事業について、生活支援コーディネーターを配置し、その取り組みを 



 推進してまいります。 

 

◇災害復興活動への取り組み 

   行政、関係機関、団体等との協働による被災者生活支援活動を引き続き 

行い、仮設住宅を中心に被災された方々の自立復興に向けた、元気に希望 

を持ち続けられるよう生活支援・相談等に継続して取り組んでまいります。 

また、復興公営住宅や再生された街への移行に伴うコミュニティの構築 

  に向けた取り組みについても支援を行ってまいります。 

 

 ◇活動拠点の整備促進 

   これまで居宅介護支援事業所ほっとなとり等サービス事業部門の自立化 

に向けた施設整備を検討してまいりましたが、地域福祉事業の現状を勘案 

したところ生活相談における相談環境の場が確保されていない、福祉関係 

者の打ち合わせの場も皆無であったこと、また、災害時の対応などを勘案 

した結果、法人全体としての活動の場を確保した方が効率的な運営につな 

がることなどから、本会の活動拠点として一体的整備が望ましいとの結論 

に至りました。 

   今後、名取市当局のご指導・ご支援を賜りながら、本年度中の実現に向 

  け推進してまいります。 

 

 ◇組織・体制の見直し 

   社会福祉協議会新棟整備と合わせ、介護保険事業開始以来、拡大してき 

  た組織の見直しを、事業規模に見合った組織体制、また、地域福祉活動の 

  迅速なサービスの実施が図られるよう運営・組織体制の改善・改革を推進 

  してまいります。 

 

Ⅲ 事業計画 

 １ 法人運営事業 

   （１）理事会、評議員会等の開催 

法人運営のために必要な役員会、委員会等の開催 

      ＊理事会  ＊評議員会  ＊各種委員会等 

 

   （２）広報誌の発行 

     広報誌「社協だより」を毎戸に配布し、社協活動の理解と協力を求 

     めるとともに福祉関係の情報を提供する。＊年２回発行 

 

   （３）ホームページの運用 

     名取市社会福祉協議会のホームページについて、市民が場所や時間 

にとらわれることなく、事業内容や最新情報が取得できるシステム 

として運用を図る。 

 

   （４）福祉調査の実施 



     緊急時に対応することを視野に入れ、ひとりぐらし高齢者等の状況 

について調査、把握する。＊調査基準日：４月１日（年３回更新） 

 

   （５）役職員の研修の実施及び参加 

     法人運営、事業内容の充実強化を図るため役職員の研修を実施する。 

      ＊県南地域社協連絡会役員研修 

      ＊仙台都市圏域等災害時協定社協役員研修 

      ＊職員の内部研修（年計画により実施） 

＊職員向け外部研修会への参加 

 

   （６）市民啓発事業 

     福祉の啓発や本会の事業活動のＰＲを目的にイベント・大会等を実 

施実施し、法人運営に対する市民の理解を深める。 

      ＊第４４回名取市社会福祉大会（１１月３０日・文化会館） 

 

   （７）善意銀行運営事業 

     市民や団体等から善意としての金品を預かり、福祉事業に有効に活 

     用（払出）を行う。＊善意銀行運営委員会（年１回開催） 

 

２ 地域福祉事業 

   （１）生活相談所運営事業 

     地域で生活する上で生じる市民の悩みや困ったことについて相談に 

     応じ、助言・援助を行う。 

      ＊毎週火曜日 午前１０時～午後３時 

 

   （２）生活福祉資金等貸付事業 

     ①総合支援資金貸付 

       低所得者世帯で、失業等により日常生活全般に困難を抱えた世 

       帯へ相談支援と生活資金の貸付を行う。 

     ②福祉資金（福祉費・緊急小口資金）・教育支援資金貸付 

       低所得者・障がい者または高齢者のいる世帯で、他から資金の 

       貸付を受けることが困難な世帯に対し、経済的自立と生活安定 

       を図るため資金の貸付を行う。 

     ③不動産担保型生活資金貸付（他に要保護世帯向け不動産担保型生活資金もあり） 

       一定の居住用不動産を有し、将来にわたりその住居に住み続け 

       ることを希望する（要保護の）高齢者世帯に対し、その不動産 

を担保として生活資金の貸付を行う。 

     ④災害緊急特例貸付（緊急小口資金、生活復興資金） 

       東日本大震災に係る特例貸付の運用 

     ⑤生活安定資金貸付 

       低所得世帯の緊急かつ一時的な資金需要に対して、自立につな 

       がるための小口資金の貸付を行う。 



 

   （３）地区福祉委員会活動支援・助成事業 

     地域の実情に即した地域福祉活動が行われるよう地区福祉委員会の 

     活動を支援し、助成を行う。 

      ＊地区福祉委員会８ヶ所  助成額上限１２万円 

 

   （４）福祉団体助成事業 

     市内の福祉関係団体等が実施する事業に対し助成を行う。 

 

 

   （５）非常災害発生時における援護金品の受配業務 

     災害発生時に援護金品の受配業務を行うとともに、火災発生時には 

     被災世帯に対して見舞金を支給する。 

 

   （６）認知症サポーター養成講座（年２回開催） 

     「認知症を知り地域をつくる」キャンペーン（認知症サポーターキ 

ャラバン；全国キャラバン・メイト連絡協議会）に賛同し、認知症 

の人と家族への応援者である「認知症サポーター」養成に協力し、「認 

知症になっても安心して暮らせるまち」を進める。 

 

３ 在宅福祉サービス 

   （１）福祉給食サービス事業《配食サービス》 

     ６５歳以上のひとりぐらし高齢者等を対象に安否確認を目的に週１ 

     回のお弁当を配達する。 

      ＊毎週火曜日・・・東北本線を境に基本的に東側の地区 

      ＊毎週木曜日・・・東北本線を境に基本的に西側の地区 

 

   （２）福祉機器の貸与事業 

     介護保険の要介護認定を受けていない高齢者や障がい者に対して車 

     いす等の福祉機器を貸し出しする。 

 

（３）居宅介護等受託事業《名取市からの受託事業》 

     育児支援を必要とする世帯やひとり親で支援を必要とする世帯等に 

     対して、生活支援等のサービスを提供する。また、認知症を抱える 

     家族を支援する事業を実施する。 

 

      ＊育児ヘルプサービス訪問事業 

      ＊ひとり親家庭等日常生活支援事業 

      ＊認知症家族等交流会事業「いっぷく堂」 

 

 

４ ボランティア活動事業・福祉教育事業 

（１）ボランティアの育成 

  ボランティア活動に関する相談や情報提供とともにボランティア活 

  動への参加を希望する個人・グループを登録し、活動等を紹介する。 

 

   （２）ボランティア活動保険の加入と普及 

     ボランティア活動中の万一の事故に備えるための保険の加入手続き 



     の受付や普及に努める。 

 

   （３）キャップハンディ体験事業 

     児童を対象に、車いす、白杖、アイマスクなどを使った障がい擬似 

     体験を通じ、その立場になって行動する姿勢を育てる。 

 

５ 災害ボランティアセンター・復興支援センター事業 

   （１）東日本大震災により応急仮設住宅等に入居した被災者の方々の自 

     立的復興に向けた支援に取り組む。 

 

   （２）災害ボランティアセンター相互支援の協定を締結した広域エリア 

     内で開催される各種会議への出席および研修会等へ参加し、大規模 

     災害に備え、平常時から協力連携体制の構築に努める。 

      〇宮城県内市町村社協災害時相互支援協定に関する取組み 

       （県社協、県内１３市２２町村） 

      〇県南地域協定社協（４市９町）との連携 

      〇仙台都市圏域等協定社協（５市１０町村）との連携 

 

６ 日常生活自立支援事業 

   （１）福祉サービス利用援助事業（通称：まもりーぶ） 

     判断能力に不安がある高齢者や知的障がい者等に対して日常生活の 

     金銭管理などの相談・支援を行う。 

 

７ 受託事業 

   （１）「名取市友愛作業所」の運営 

     指定管理者制度による指定管理者（平成２９年度～平成３３年度） 

として、障害者総合支援法に基づく、就労移行支援事業及び就労継 

続支援Ｂ型事業の管理運営を行う。 

      ＊就労移行支援・・・一般企業などに就職を希望する６５歳未満 

        の精神障がい者を主な対象にし、就労のための作業訓練や職 

        場実習などを行うほか、就職活動や就職後の職場定着に必要 

        な支援を行う。 

      ＊就労継続支援Ｂ型・・・一般企業への就職が難しい精神障がい 

        者を主な対象にし、就労機会を提供するとともに、生産活動 

        を通じて、その知識と能力向上に必要な訓練など、福祉サー 

        ビスの提供をあわせて行う。 

 

   （２）生活支援体制整備事業 

     生活支援コーディネーターを配置し、住民相互の支え合い活動の推 

     進を目的に地域資源の発掘及び取りまとめ、地域住民等を対象とし 

     た意見交換の場を開催する。また、名取市と共催により生活支援サ 

ービス等の必要性と普及啓発を目的とした講演会等を開催する。 

 



８ 介護保険事業・障害福祉サービス事業 

     《指定居宅介護支援事業所ほっとなとり 指定居宅サービス事業所ほっとなとり》 

   介護保険法、障害者総合支援法に基づく各種サービスを提供する。 

 

   （１）居宅介護支援事業・第１号介護予防支援事業 

     利用者に適切なサービスが提供されるよう一人ひとりに適合したケ 

     アプランの作成と日常生活に必要な情報提供や連絡・調整を行う。 

 

   （２）訪問介護事業・第１号訪問介護事業 

     日常生活を営むことが困難な高齢者に対してホームヘルパーを派遣 

     し、身体介護・生活援助サービスを提供する。 

 

   （３）訪問入浴介護事業・介護予防訪問入浴介護事業 

     家庭において入浴することが困難な高齢者に対して巡回入浴車を派 

     遣し、入浴サービスを提供する。 

 

   （４）福祉用具貸与事業・介護予防福祉用具貸与事業 

     介護用ベット、車いすなど、福祉機器の貸与サービスを提供する。 

 

   （５）特定福祉用具販売事業・特定介護予防福祉用具販売事業 

     利用者に適切な特定福祉用具の選定を行い、機能訓練に資すること 

等に使用する福祉用具を販売、提供する。 

 

   （６）地域密着型通所介護事業・第１号通所事業《ほっとなとり なちゅる》 

     要介護状態又は要支援状態にある高齢者に対し、通所介護事業所に 

     おいて、入浴、排泄、食事の介護等日常生活上必要な介護及び機能 

     訓練等を行う。 

 

   （７）地域包括支援センター事業《名取南地域包括支援センター》 

     地域住民の心身の健康保持や生活安定のため、総合相談支援業務、 

     介護予防マネジメント業務など包括的な支援を提供する。 

     〔担当地区エリア：名取が丘、館腰、愛島〕 

 

   （８）障害福祉サービス 

＊居宅介護、重度訪問介護、行動援護事業 

     身体障がい者、知的障がい者、知的障がい児、精神障がい者に対し 

     て、ホームヘルパーを派遣し、身体介護・生活援助サービスを提供する。 

    ＊移動支援事業（地域生活支援事業） 

    ＊訪問入浴サービス事業（地域生活支援事業） 

 

   （９）相談支援事業《なとりソーシャルサポートセンターぽこあぽこ》 

     障がい者が自立した日常生活又は社会生活を営むことが出来るよう 



     障がい者やその家族からの相談に応じ、必要な情報の提供及び助言 

     等を行う。 

 

９ 福祉団体事務局に関する業務 

   （１）名取市民生委員児童委員協議会 

   （２）名取市ボランティア連絡会 

   （３）名取市老人クラブ連合会 

   （４）名取市共同募金委員会 


